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本研究課題では選択的オートファジーに関連する様々な遺伝子改変マウスの解析
を展開するが、その中で私達は主に病理形態解析を担当する。本新学術領域第 1 期
では長年扱ってきた Atg7 欠損肝臓の形態解析に加え、プロテアソーム減弱マウスや
p62-GFP ノックインマウスを用いた比較解析を通して、癌を含む様々な病態におけ
る選択的オートファジーの役割や新たな解析ツールについて報告した。また、形態
学を主体とした研究として、オメガソームが細管集合体であることを電子線トモグ
ラフ法により示した。第 2 期では、新たな遺伝子改変マウスやオートファジー関連
分子欠損細胞の病理形態解析を継続して、各種病態における選択的オートファジー
の役割を追及すると共に、オートファジー隔離膜、アダプター、そして凝集体マー
カー分子群（LC3, Atg16L, p62, Nbr1, ubiquitin 等）の局在検出法を開発する。そして、
選択的オートファジーが関与する病態生理機能の解明と新規治療法の糸口発見に貢
献する。
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